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『
八
境
界
註
』 （
九
州
大
学
附
属
図
書
館
　
春
日
政
治
・
和
男
文
庫
蔵
）、

『
抄
物
調
査
』 （
九
州
大
学
文
学
部
国
語
学
・
国
文
学
研
究
室
蔵
）

上
巻
・
一
丁
裏
、
二
丁
表

＊『
八
境
界
註
』 の
画
像
は
図
書
館
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
、掲
載
に
際
し
一
部
改
変
を
加
え
た

ヅとズの混同に対する注記
（上巻・十二丁裏）

『抄物調査』に記された両足院蔵 
『勅規桃源鈔』の調査記録の一部



解
　
　
説�

古　

田　

龍　

啓

春
日
家
旧
蔵
の
本
書
（
上
下
巻
・
全
一
冊
。
七
十
二
丁
、
縦
二
十
七
・
一
㌢
、
横
十
七
・
八
㌢
、
袋
綴
）
は
、
漢
籍
・
仏
典
か
ら
集
成
し
た
計
一
二
八
句
を
、
八
境
界

を
構
成
す
る
本
分
・
現
成
・
色
相
・
截
断
・
直
指
・
為
人
・
機
関
・
関
賊
知
賊
の
八
項
目
に
分
類
・
配
列
し
、
各
句
に
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
注
釈
文
を
付
し
た
資
料

で
あ
る
（
早
苗
一
九
九
六
）。
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
、
徳
田
八
郎
兵
衛
が
板
行
し
た
も
の
で
、
注
釈
文
は
、「
ツ
ク
バ
山
、
富
士
山
ハ
、
金
輪
水
際
ヨ
リ
ヲ
イ
出

タ
山
ナ
レ
バ
、
動
セ
ヌ
ゾ
。
ケ
レ
ド
モ
、
浮
雲
ガ
カ
カ
レ
バ
、
去
来
ス
ル
ヤ
ウ
ナ
ゾ
」（
上
・
二
十
六
丁
裏
）
の
よ
う
に
、
当
時
の
口
語
を
反
映
す
る
講
義
調
の
ゾ
体
を

中
心
と
す
る
。「
マ
ツ
ス
グ
ナ
コ
ト
ダ
ゾ
」（
上
・
三
丁
表
）
と
い
っ
た
東
国
方
言
の
指
標
と
さ
れ
る
コ
ピ
ュ
ラ
の
ダ
も
交
じ
る
こ
と
か
ら
、
柳
田
（
一
九
九
三
）
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
関
東
地
方
を
中
心
に
、
曹
洞
宗
の
僧
侶
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
洞
門
（
と
う
も
ん
）
抄
物
の
一
つ
と
み
ら
れ
る
。

本
書
の
表
紙
右
下
に
、
春
日
政
治
（
一
八
七
八
―
一
九
六
二
）
の
屋
号
「
杉
の
家
」
の
「
杉
」
の
字
が
朱
墨
で
記
さ
れ
、
巻
首
に
氏
の
蔵
書
印
「
雲
出
鳥
還
処
所
蔵
」

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
治
の
手
沢
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
口
絵
の
画
像
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
文
や
欄
外
に
朱
墨
や
赤
鉛
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
が
あ
る
。

濁
点
を
加
え
た
り
、
語
学
的
に
興
味
深
い
事
項
に
印
を
付
し
た
り
、
抜
き
出
し
た
り
し
た
も
の
で
、
氏
が
書
き
入
れ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
。「
此
身
ヲ
サ
ヱ
ス
テ
レ

0

0

0

バ
」

（
上
・
十
八
丁
裏
）、「
少
モ
マ
ギ
レ
ル

0

0

ヿ
ガ
無
ソ
」（
下
・
五
十
丁
裏
）
の
よ
う
な
二
段
活
用
の
一
段
化
に
着
目
し
た
欄
外
注
の
ほ
か
、「
ハ
ヅ○

レ
ヌ
」「
ハ
ズ0

シ
タ
」（
上
・

十
二
丁
裏
）
を
始
め
と
す
る
四
つ
仮
名
の
混
同
、「
黒
カ
ツ
タ
ヤ
ロ
ウ

0

0

0

ア
カ
カ
ツ
タ
ヤ
ラ
ウ

0

0

0

」（
上
・
一
六
丁
裏
）
と
い
っ
た
開
合
の
違
例
に
注
意
を
払
う
も
の
が
あ
り
、

注
記
を
加
え
な
が
ら
、
丁
寧
に
読
み
進
め
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
本
書
は
、
仏
教
学
的
な
観
点
か
ら
は
、
安
藤
（
二
〇
〇
〇
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

語
学
資
料
と
し
て
は
、
前
田
金
五
郎
に
よ
る
語
彙
研
究
で
の
利
用
が
目
に
付
く
程
度
で
、
目
立
っ
た
成
果
は
な
い
。『
春
日
政
治
著
作
集
』
に
本
書
へ
言
及
す
る
論
考
は

収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
調
査
の
成
果
が
表
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
日
本
語
史
資
料
と
し
て
の
活
用
を
目
指
し
た
先
駆
的
な
試
み
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
。

抄
物
資
料
を
取
り
上
げ
た
氏
の
論
文
に
は
、『
勅
規
桃
源
鈔
』『
蒲
室
聞
塵
』
を
始
め
と
す
る
建
仁
寺
両
足
院
（
京
都
市
）
の
蔵
書
を
用
い
た
「
マ
イ
ス
ル
と
い
ふ
語
」（『
九

大
国
文
学
』
一
、一
九
三
一
）
が
あ
る
。
現
在
、
国
語
学
・
国
文
学
研
究
室
で
は
、
政
治
・
和
男
の
ノ
ー
ト
類
を
保
管
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
『
抄
物
調
査
』
と
題
さ
れ

た
手
控
え
が
残
る
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
の
訪
書
調
査
が
記
録
さ
れ
た
ノ
ー
ト
で
、
両
足
院
や
京
都
大
学
な
ど
で
実
見
し
た
写
本
・
刊
本
の
書
誌
的
事
項
や
用
例

が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
当
時
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
湯
沢
幸
吉
郎
『
室
町
時
代
の
言
語
研
究
』（
大
岡
山
書
店
）
が
刊
行
さ
れ
、
抄
物
が
口
語
資
料
と
し

て
注
目
さ
れ
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
二
つ
の
資
料
か
ら
、
訓
点
語
研
究
の
泰
斗
が
抄
物
資
料
に
寄
せ
た
語
学
的
な
関
心
と
調
査
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
参
考
文
献
〉

安
藤
嘉
則
（
二
〇
〇
〇
）『
中
世
禅
宗
文
献
の
研
究
』
国
書
刊
行
会

早
苗
憲
生
（
一
九
九
六
）「『
句
双
紙
』
の
諸
本
と
成
立
」『
庭
訓
往
来　

句
双
紙　

新
日
本
古
典
文
学
大
系　

五
十
二
』
岩
波
書
店

柳
田
征
司
（
一
九
九
三
）「
抄
物
の
世
界
」『
説
話
の
講
座　

第
三
巻　

説
話
の
場
―
唱
導
・
注
釈
―
』
勉
誠
社

＊ 

本
書
の
請
求
記
号
は
、「
春
日
文
庫
／
三
十
四
」
で
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
、
図
書
館
サ
イ
ト
（http://hdl.handle.net/2324/4738388

）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
引
用
に
際
し
、
私
に
濁
点
、
句

読
点
を
加
え
た
。

 
（
ふ
る
た　

た
つ
ひ
ろ
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
） 


